






















































































































































































































































































































































実証的にVSFとNVSFの違いを検討しているのが，Craig-Lees & Hill（2002）とOates 










































































































































































































































































































































































時 間 の 節 約（16.80），ラ イ フ ス タ イ
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〔抄　録〕
本研究では，ボランタリー・シンプリシティ研究の検討を通じて，「消費を避ける・減ら
す」という現象を理論的に検討した。具体的には，消費者が「消費を避ける・減らす」とい
う現象をライフスタイル，ボランタリーシンプリファーの特徴，ボランタリーシンプリシ
ティを実践する理由から検討してきた。
まずライフスタイルは，消費者の外的な側面として消費や仕事を制限する一方，内的な
側面として環境への意識や道徳的関心を高めるライフスタイルを実践している点が明らか
となった。次にボランタリーシンポリファーの特徴は，モノを所有する意味を考え，モノ
をステータスを表現する手段として利用しない点が示された。特に消費者はボランタリー
シンプリシティの実践度という点から，ノンボランタリーシンプリファーとビギナーボラ
ンタリーシンプリファー，ボランタリーシンプリファーに類型化することができ，ボラン
タリーシンプリシティの実践度が高くなるほど，多様な情報を得てから行動している点を
も示された。さらにボランタリーシンプリシティを実践する理由は，環境問題などの外的
な刺激による動機と個人のライフスタイルの選択に代表される内的な動機がある点が明ら
かとなった。
その結果，日本の消費者にボランタリーシンプリシティを普及させるには，多数を占め
るビギナーボランタリーシンプリファーがボランタリーシンプリシティ実践の程度が高ま
るようにそれを実践する価値を提示する必要がある。その一例として，オーガニック食品
を扱う企業などが消費者にボランタリーシンプリシティを実践する価値を提示する必要性
を指摘した。
